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1   はじめに 

超原子価ヨウ素化合物は重金属酸化剤に似た反応

性を持ちながら、より安全な条件下で反応が進行し、

低毒性、安価であることから環境調和型薬剤として

有望である[1]。超原子価ヨウ素化合物の合成法や応

用に関する研究は数多くなされている[2]が、それら

の反応性に関わる電子状態に関する報告例は少ない。 

本研究では、超原子価ヨウ素化合物のひとつであ

る 2-ヨードソ安息香酸（IBA; 図 1）の X線光電子分

光（XPS）測定を行い、類似した構造を持つ通常の

ヨウ素化合物である 2-ヨード安息香酸（IZA; 図 1）

の XPSスペクトルと比較を行ったので報告する。 

 

 
図 1. 試料の構造式. （左）IBA、（右）IZA 

 

2実験 

IBA、IZA粉末にそれぞれ 0.4 GPaの圧力を 10分

かけて作製したペレット（直径 10 mm、厚さ 0.5 

mm）を試料として用いた。 

XPS測定は Photon Factory BL-27Aで行った。励起

光のエネルギーは 2 keVとし、半球型光電子アナラ

イザーのパスエネルギーは 44 eVとした。チャージ

アップ防止のため低エネルギー電子（~5 eV）を試

料に照射しながら XPSスペクトルの測定を行った。

結合エネルギーはヨウ化カリウムのヨウ素 3d5/2光電

子ピークと比較して較正した。 

 

3   結果および考察 

図 2に IBAの XPSスペクトルの一例を示す。IBA

の内殻由来の光電子ピークは、IZA のそれよりも低

結合エネルギー側に位置した。このピークシフトは

ヨウ素が超原子価結合を形成したために生じたと考

えられる。また価電子帯では、IBA は超原子価ヨウ

素由来と考えられる特有の光電子成分を示した。こ

のような超原子価ヨウ素に特有のエネルギー準位が

IBAの反応性に関わっている可能性がある。 
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図 2. IBAの XPSスペクトル 

 

4   まとめ 

IBAおよび IZAの XPSスペクトル測定を行った。

IBA は IZA に比べて低結合エネルギー側に内殻光電

子ピークを示した。また、価電子帯では、超原子価

ヨウ素由来と考えられる特有の光電子成分が観測さ

れた。 
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